
    

 

 

 

 

 

 

規模を勘定に入れる 

校長 小貫 義智 
作家の村上龍氏がナビゲーターを務めるテレビ番組で、作詞家・プロデューサーの秋元康氏を特集していました。

二人の話の中で、村上氏が日韓のエンターテイメント業界を比較して「韓国は人口が 5000 万人しかいないから初め
から世界を目指す。日本は 1 億 2000 万人いるからなんとなく国内で済ます（『カンブリア宮殿』今年 9 月 15 日）」
と言っていました。 
それを聞いて、アニメーション監督の宮崎駿氏が語っていたことを思い出しました。日本と世界の観客の違いを

意識しているかと問われた宮崎氏は「何も分からない、目の前にいる子供たちに向かって作っている」と答え、そ
れに続けて「自分達のアニメーションが成り立ったのは日本の人口が一億を超えたからなんです（『熱風』2009年 1
月号）」と述べています。 
その言葉を常用する人が 1億人以上いるか。それとも 5000万人、3000万人しかいないか。つまり、その言葉を話

す人の規模によって誰に向けて作るか、どんな内容を作るか、時にはどんな言語を使うかさえ変わってくる――日
本で暮らす私たちの多くは、あまり思い浮かばない考え方だと思います。 
規模の話は国の政策にも当てはまるようです。ノルウェー、スウェーデン、フィンランドの北欧三国は「高税率、

高福祉」で知られています。「日本でも同じような政策を」という意見がある一方、「人口規模があのくらい（500～
900万人）だからできること」だという声もあります。 
何かを決めるときには、その規模を併せて考える必要がありそうです。 
私の立場では、学校経営がそれにあたります。保護者の皆様に関係するところでは、とりわけ学校行事が大きな

考えどころです。 
コロナ前は運動会も学芸会も全校で集まって行っていました。保護者はもちろん、来賓の方々が応援する中で校

庭に響き渡る子供たちの歓声や、暗くなった体育館で息を潜めた大人たちが見つめる中、スポットライトを浴びて
演じる子供の姿を懐かしく思う方もいらっしゃることでしょう。 
今年、コロナ前と同様に観客制限なしで運動会を行う学校もあると聞きます。では、本校でそれができるかとい

うと、それは難しいところです。 
区内に 65 ある小学校の内、児童数が一番多い学校は約 1000 人、少ない学校は約 200 人です。本校は 685 人で 10

番目に大きな学校になります（もちろん、人数の「多い、少ない」は「良い、悪い」ではありません）。 
コロナ以降、学校では常に「密の回避」を考えています。本校のような大規模校では特に注意が必要になります。

同じ「小学校」で同じ「行事」でも、児童数という規模によってできることは違ってきます。 
今月には体育科学習発表会と高小フェスティバルが、来月には展覧会があります。充実の秋となりそうです。本

校の規模で、現在できる最大限を考えながら行っていきます。 
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※緊急事態宣言の延長などにより、変更になる場合があります。
　その際には学校メールでお知らせします。
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学校の教育目標 
●自ら学ぶ子      ●思いやりのある子      ●たくましい子 
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「頑張る」を楽しんで！ 

～ビジャレアルの指導者から学ぶ～ 

体育的行事委員長 白川 由賀 

 

 私たちは、「頑張れ」という言葉を子供たちに使

います。子供を応援する気持ちを伝えたいとき、

目標に向かって努力してほしいときなどによく耳

にします。しかし、「頑張る」ということは、とて

も難しいものでもあります。私たち大人は、「頑張

る」過程で、くじけそうになったり、苦痛を感じ

たりした経験を誰もがもっているはずです。 

そんな折、私は、ビジャレアルの子供たちにつ

いて書かれた記事を読みました。ビジャレアルと

は、スペインの地名であり、昨年ヨーロッパリー

グで優勝したクラブチームの名前でもあります。 

「ビジャレアルの子供たちは、『エンジョイ』と

言われて育っている。『エンジョイ』という言葉に

は、失敗を恐れずに踏み出し、たとえ失敗しても

それを糧にできるように。一瞬一瞬を味わってね。

という意味が込められている。」 

私は、「頑張る」ことも大切だが、『エンジョイ』

することも大切なのだと考えさせられました。 

今年度も体育科学習発表会という形で実施し、

日頃の体育科学習の成果を発表します。子供たち

は、学年に応じためあてを達成するために日々頑

張っています。失敗を恐れず、その過程を『エン

ジョイ』できる体育科学習発表会となるよう、温

かく大きな拍手をよろしくお願いいたします。そ

して、子供たちのいきいきとした最高の笑顔をお

楽しみください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 10月の生活目標    自分からすすんで仕事をしよう 

委員会活動、クラブ活動では、６年生を中心にどの子も自分の役割を考えて活動に取り組む姿が増えてきました。

非常に頼もしい限りです。各学級においても、係活動や当番活動の中で、最後まで責任をもって取り組むことで、

また一つ成長します。 

ご家庭によってはお子さんに、お手伝いを決まった仕事として任せている場合もあるかと思います。できて当た

り前のことでも、「ありがとう。」「もうやってくれたの。」「上手にできているね。」の一言で、「またやってみよう。」

「また頑張ろう。」と、子供たちの意欲が変わってきます。子供たちのやる気や頑張りを、ご家庭でも学校でも認

め、励まし、もっともっと自分からすすんで仕事を行える子供に育てていきたいと考えています。                    

（生活指導部） 

高学年の窓（５年） 
委員会活動が始まりました！ 

 高松小のみなさんが、気持ちよく生活できるよう意気込みを書きました。 

 代表委員会では学校をよくするために委員会で考え、全
校によびかけます。最初はきんちょうしたけど、クラスの
代表としてがんばります。    (１組 羽田野 聡良) 
 
 集会委員会はみんなを楽しませる委員会です。みんなの
前で発表したり、きんちょうしたりするけれど、自分も楽
しみながらやりたいです。     (１組 森本 花菜) 
 
 給食の時間、みんなに聞き取りやすく、分かりやすく放
送しています。きかくを考えるのも楽しいです。                    

(１組 熊谷 永麻) 
 
 ぼくが入っている飼育委員会では、うさぎのシュガーの
お世話をします。命をあずかるので、がんばっています。      

（１組 田中 陽大） 
 
 私は放送委員会です。みんなが楽しく学校生活をおくれ
るように、セリフや時間をまちがえないようにしていま
す。               （２組 田村 杏珠） 
 
 ぼくは、環境委員会です。今は、外国の子たちのために
キャップを集めています。絵をかくことをがんばっていま
す。               （２組 近藤 純太） 
 
わたしは保健委員会です。みんながこまらないよう毎日

せっけんをほじゅうしたり、健康観察表をチェックしたり
します。             （２組 林 かのん） 
 
私は広報けい示委員会に入っています。みんなが見て

「守ろう。実行しよう。」と思えるポスター作りをがんば
っています            （２組 鴫原 沙彩） 
 
かんきょう委員会に入っています。緑がたくさんあって

生き物なども、住みやすいかんきょうの学校にしたいで
す。               （３組 村木 花帆） 
 
図書委員会の読み聞かせで低学年に大きな、大きな声で

心を込めてすらすらと読めるように頑張っています。                         
（３組 小林 瑛） 

 
体育委員会の体育倉庫のかた付けをがんばっています。

みんながどこになにがあるか分かるようにきれいにした
いと思います。          （３組 深串 紗希） 
 
ぼくは、放送の時間に間に合うように、よく時間を見て

います。この仕事は責任重大なのでやりがいがあります。                         
（３組 三浦 煌大） 

 

 

＜体育科学習発表会＞ 

雨天延期の場合は、 

３時間の通常授業、 

公開無しとなります。 

ご理解ください。 



 


